
今お申込みいただくと早期講座が無料でついてくる！

いつでも、どこでも、何度でも学習できる！！
PC・スマートフォン・タブレット等にも対応

※学科通信講座は、e講義での受講となります。 ※当学院ホームページにてe講義デモ版を視聴いただけます。e講義の視聴条件等、詳細は当学院ホームページをご覧ください。
※当学院ホームページの体験学習より動作確認を行う必要があります。 ※視聴期限がありますのでご注意ください。

ｅ講義は、通学講座と同じクオリティの講義を受けることのできる総合資格学院のインターネット学習ツールです。

『経験記述の基本』を４回、
『安全管理』を2回、
『工程管理』を2回、
隔週で配信。

本開講までに経験記述の基本的な書き方を理解するため、過去に出題されたテーマを題材にした
内容をe講義で配信します。

経
験
記
述
の
基
本

１回目：「経験記述の基本①」 約30分（2/23）

2回目：「経験記述の基本②」 約30分（3/8）

３回目：「経験記述の基本③」 約30分（3/22）

４回目：「経験記述の基本④」 約30分（4/5）

安
全
管
理

5回目：「安全管理」の基本学習 約30分（4/19）

6回目：「安全管理」のトレーニング 約30分（5/3）

工
程
管
理

7回目：「工程管理」の基本学習 約30分（5/17）

8回目：「工程管理」のトレーニング 約30分（5/31）

令和元年度 学科試験合格者対象

インターネット学習ツール
「e講義」での学習になります。

令和２年度 実地試験合格

実地講座の詳細は､裏面または講座パンフレットをご覧ください。1級土木施工管理実地講座 

添削6回
（模擬試験含む）

添削8回経験記述指導
当学院では最新の出題分析から合格に直結するテーマを厳選し、添削
指導を行っています。特に出題の可能性が高いテーマに対して計6回の
添削を実施。合格レベルの記述力を確実に養成します。

出題が予想されるテーマを厳選・添削

選択科目指導
実地試験合格には、出題数が多い「選択科目」で得点することがポイ
ント！ 効率的なカリキュラムに基づいた学習を行うとともに、選択科目
別に添削指導を実施。総得点の引き上げをめざします。

選択科目別に添削指導を実施

早期講座付実地講座 24５,000円+税受講料

※教材画像は過年度の物です。 ※教材の内容・表記方法は、教材強化のため変更する場合があります。

令和2年度 試験対策

級土木施工
管理

すべて記述式で行われる実地試験。独学では自分で書いた答案が十分なレベルに達しているかの判断が難しいため、プロによる添
削指導を受けることが何よりも効果的です。当学院の実地講座は、実地試験を知り尽くしたプロ講師による添削指導を受けることで、
本試験へ向けて克服すべきポイントが明確になるため、確実に実力がアップします。

経験記述を確実に合格レベルへ！
さらに選択項目の得点力アップで総得点を引き上げる！

さらに

（2/23より配信スタート）

早期講座カリキュラム（約４時間 ： 専用教材として「経験記述対策テキスト」を使用します）

一般教育訓練給付制度 雇用保険一般被保険者期間3年以上★

100,000円を上限に受講料の20％支給
人材開発支援助成金
受講料の最大75％を助成（１人あたり上限10万円）

人材開発
支援
助成金
対象講座

【一般教育訓練給付制度について】支給条件を満たす方が「一般教育訓練給付制度対象講座」を受講し、修了すると給付が受けられ
ます。 ★過去に制度を利用したことのない方が初めて利用する場合に限り、雇用保険一般被保険者期間1年以上で受給可能です。
【人材開発支援助成金について】国の施策によって制度は変更される場合があります。 ※詳細は当学院までお問い合わせください。

9/30(水)
までに

申し込みの方
限定特典

令和元年度 1級土木施工管理技術検定 実地試験

※総合資格学院の合格実績には、模擬試験のみの受験生、教材購入者、無料の役務提供者、過去受講生
は一切含まれておりません。

当学院基準達成
当年度受講生合格率
8割出席・8割課題提出
当年度受講生106名中／合格者80名 75.5%

〈令和２年1月16日現在〉

全国合格率
45.3％に
対して

※税込受講料は、税別受講料に受講申込日　時点での消費税率を乗じた金額となります。

令和2年度が現行の試験制度最後の年！

令和3年度に試験制度が変更となり、「学科試験」「実地試験」が施工管理
技術検定「第一次検定」および「第二次検定」へと再編される見込みです。

詳しくは当学院スタッフまで

学科試験 実地試験 第一次検定 第二次検定



令和２年度受験対策 1級土木施工管理 実地講座（早期講座付）
独自の学習システムで合格レベルの実力を養成！

※当学院各校一覧は、令和2年7月現在のものです。最新情報は当学院ホームページをご覧ください。 R02.07ＯＰＥＮ予定→青森校

お申し込み・お問い合わせは各校まで
www.shikaku.co.jp 総合資格 検索

www.sogoshikaku.co.jp
【スクールサイト】

【コーポレートサイト】

札 幌 校 TEL.011-219-3511
八 戸 校 TEL.0178-51-8351
盛 岡 校 TEL.019-604-7651
水 沢 校 TEL.0197-34-2651
仙 台 校 TEL.022-217-8421
秋 田 校 TEL.018-874-9081
山 形 校 TEL.023-615-2911
福 島 校 TEL.024-563-4661
郡 山 校 TEL.024-921-0041
いわき校 TEL.0246-35-5511
水 戸 校 TEL.029-300-4721
つくば校 TEL.029-860-3771
宇都宮校 TEL.028-614-4881
小 山 校 TEL.0285-30-4011
両 毛 校 TEL.0284-22-7061
前 橋 校 TEL.027-290-2311
さいたま校 TEL.048-642-9811

株式会社 総合資格
（一社）日本経済団体連合会会員
（一社）日本建築学会会員
（一社）全国産業人能力開発団体連合会会員
監理技術者講習実施機関 登録番号7
宅建登録講習機関 登録番号 第009号
宅建登録実務講習実施機関 登録番号 第5号

株式会社 総合資格学院法定講習センター　
国土交通大臣登録講習機関
●一級建築士定期講習 登録番号 第5号　
●二級建築士定期講習 登録番号 第4号　
●木造建築士定期講習 登録番号 第7号　
●管理建築士講習 登録番号 第2号
経済産業大臣指定講習機関
●第一種電気工事士定期講習 第４号

越 谷 校 TEL.048-990-6971
川 口 校 TEL.048-229-4500
川 越 校 TEL.049-291-5211
熊 谷 校 TEL.048-599-3531
船 橋 校 TEL.047-425-8941
千 葉 校 TEL.043-302-1711
成 田 校 TEL.0476-20-1411
柏 　 校 TEL.04-7168-9111
北千住校 TEL.03-5284-3911
新 宿 校 TEL.03-3340-5671
上 野 校 TEL.03-3832-7201
池 袋 校 TEL.03-3982-8211
御茶ノ水校 TEL.03-5244-5615
五反田校 TEL.03-6408-9711
吉祥寺校 TEL.0422-23-6011
立 川 校 TEL.042-524-7841
町 田 校 TEL.042-724-3061

横 浜 校 TEL.045-316-6811
川 崎 校 TEL.044-850-3411
厚 木 校 TEL.046-297-0511
藤 沢 校 TEL.0466-55-2611
新 潟 校 TEL.025-385-6418
長 岡 校 TEL.0258-32-0211
長 野 校 TEL.026-268-0811
松 本 校 TEL.0263-40-2611
甲 府 校 TEL.055-230-1411
富 山 校 TEL.076-439-1011
金 沢 校 TEL.076-237-6811
金沢工大前校 TEL.076-259-1610
福 井 校 TEL.0776-20-2111
岐 阜 校 TEL.058-277-3701
沼 津 校 TEL.055-930-2621
静 岡 校 TEL.054-275-3311
浜 松 校 TEL.053-456-2211

名古屋校 TEL.052-202-1751
小 牧 校 TEL.0568-42-1211
岡 崎 校 TEL.0564-57-8161
豊 橋 校 TEL.0532-57-0311
津 　 校 TEL.059-213-3211
四日市校 TEL.059-359-0711
草 津 校 TEL.077-566-6911
京 都 校 TEL.075-253-0481
福知山校 TEL.0773-25-0511
梅 田 校 TEL.06-4709-8111
京 橋 校 TEL.06-6882-8211
なんば校 TEL.06-6648-5511
天王寺校 TEL.06-6771-4311
堺 　 校 TEL.072-222-9311
西宮北口校 TEL.0798-68-6511
神 戸 校 TEL.078-241-1711
姫 路 校 TEL.079-224-1411

奈 良 校 TEL.0742-30-1511
和歌山校 TEL.073-471-2711
岡 山 校 TEL.086-235-5901
倉 敷 校 TEL.086-430-4711
福 山 校 TEL.084-991-3811
広 島 校 TEL.082-542-3811
鳥 取 校 TEL.0857-36-9511
松 江 校 TEL.0852-59-5411
周 南 校 TEL.0834-27-6311
山 口 校 TEL.083-974-4011
下 関 校 TEL.083-242-1301
高 松 校 TEL.087-811-2011
徳 島 校 TEL.088-657-7361

松 山 校 TEL.089-947-2611
高 知 校 TEL.088-804-0711
天 神 校 TEL.092-716-2081
小 倉 校 TEL.093-522-7511
久留米校 TEL.0942-36-7141
佐 賀 校 TEL.0952-27-9861
長 崎 校 TEL.095-816-3611
大 分 校 TEL.097-540-6281
熊 本 校 TEL.096-212-6811
宮 崎 校 TEL.0985-41-7580
鹿児島校 TEL.099-239-5711
沖 縄 校 TEL.098-866-8311    

講座内容単位

1

学習内容 添削
ガイダンス
経験記述① 経験記述の出題内容，書き方の留意点

ガイダンス（資格取得の為の学院システムと学習法を理解）

経験記述
２回

記述問題
２回

記述問題
２回

経験記述
1回

記述問題
２回2

経験記述② 重要課題の基本事項(１)、記述のポイント

土工① 盛土，土工計画，法面工

土工② 軟弱地盤対策，土留め支保工，土質試験

3
コンクリート① 材料，コンクリートの性質，施工

コンクリート② 鉄筋・型枠工，特殊な条件，耐久性

4

5

安全管理① 基本事項，通路・足場，明り掘削，車両系建設機械

安全管理② 移動式クレーン，土止め支保工，型枠支保工

経験記述演習 経験記述演習、ポイント解説

科目攻略演習 重要問題演習（土工，コンクリート，安全管理）、解説

講座内容単位 学習内容 添削

記述問題
２回

経験記述
1回

経験記述
２回6

経験記述③ 重要課題の基本事項(2)、記述のポイント

施工計画 事前調査，基本計画，詳細計画，施工計画書

7
建設副産物・環境保全 建設リサイクル法，廃棄物処理法，騒音・振動対策等

品質管理 土工・コンクリートの品質管理，品質管理の一般事項

8

9

模擬試験 本試験形式

模擬試験　解説 各設問のポイント・注意点の解説

重点事項復習講座① 土工のポイント、問題演習

重点事項復習講座② コンクリートのポイント、問題演習

10
重点事項復習講座③ 安全管理・建設副産物のポイント、問題演習

重点事項復習講座④ 品質管理・施工計画のポイント、問題演習

実地講座カリキュラム【約50時間】

※カリキュラム強化のため講座内容は変更になる場合があります。

近年の出題傾向への対応

本試験と同じ2時間45分で行われるため、正確な時間配分
の感覚が養えます。試験後の添削で客観的に自分のレベル
を確認できるため、弱点補強対策に役立ちます。

得点アップに直結する「模擬試験」

一人ひとりの学習状況に対応した充実のサポートサービス

環境面、学習面、メンタル面など、一人ひとり異な
る受講生の状況を把握し、

学習内容の疑問を講師に直接質問可能！

それぞれに合ったサ
ポートを行います。

なかなか理解できない
分野がある。

忙しくて勉強時間がない。
でも資格は絶対取りたい!

相当勉強しているつもりだが
得点アップにつながらない。

講習日以外も開放！※開放日時の詳細は各校に
　お問い合わせください。

カウンセリング
的確なアドバイスが成績に直結

自習室自習室
講習日以外も学習スペースを提供

学院スタッフ
試験日まであらゆる面をサポート

サポートメールサービス成績相談

学習計画相談

苦手科目克服相談

連 絡 相 談 サポート
講義で学んだことを、その日のうちに完全に
理解するため、また講義後、より集中して学
習するため、全ての教室に自習室を完備し
ています。

（通学）

当学院では、出題傾向の変化をキャッチして講義に反映して
います。的確な分析により組み立てられたカリキュラムを基
に、わかりやすい指導で受講生の合格をバックアップします。

実地講座テキスト
実地講座問題集

当学院では、近年の本試験出題範囲に的を絞った、オリジナル教材を使用。合格に
必要な内容を漏れなく掲載しているため、無駄なく効率よく合格レベルの知識が
身につきます。

出題分野に的を絞った「オリジナル教材」

毎年
改訂

●実地講座テキスト　●実地問題集　●予習テスト　
●演習テスト　●復習テスト　●重点事項復習講座テキスト
●経験記述事例集　●フォローアップテスト

※教材の内容・表記方法は変更する場合があります。 
※画像は実地講座で使用する教材の一例です。
※画像は過年度版となります。

より具体的にイメージできるよう、イラストを多数掲載

理解が深まる用語や補足の解説付

本文の記述内容に関連した
過去の出題年度を記載


